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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　散剤を秤量する秤量装置であって、
　散剤容器を同一平面に並べて複数保持する保持体と、前記保持体を水平移動して前記散
剤容器を移動させる移動機構と、払出機構と、トレイ載置部と、を有し、
　前記保持体を水平移動して特定の前記散剤容器を前記トレイ載置部の上方の払出位置に
移動し、前記払出機構によって前記散剤容器から散剤を払い出して、散剤を、前記トレイ
載置部に載置されたトレイに移す、秤量装置。
【請求項２】
　前記トレイを複数保持するトレイ待機部をさらに有し、
　前記トレイ待機部には、空になった状態の前記トレイが戻される、請求項１に記載の秤
量装置。
【請求項３】
　前記トレイを移動させるトレイ移送部をさらに有し、
　前記トレイ待機部に保持された前記トレイを、前記トレイ移送部によって前記トレイ載
置部に移動する、請求項２に記載の秤量装置。
【請求項４】
　トレイ集積部をさらに有し、
　前記トレイ集積部には、散剤を収容した状態の前記トレイが載置される、請求項１に記
載の秤量装置。
【請求項５】
　前記トレイを移動させるトレイ移送部をさらに有し、
　散剤を収容した状態の前記トレイを、前記トレイ移送部によって前記トレイ載置部から
前記トレイ集積部に移動する、請求項４に記載の秤量装置。
【請求項６】
　秤量部をさらに有し、
　前記トレイに移された散剤の重量を前記秤量部で検出し、所定量の散剤が前記トレイに
移されたことを条件として前記払出機構による散剤の払い出しを停止する、請求項１から
５のいずれかに記載の秤量装置。
【請求項７】
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　前記保持体には連通口が形成され、前記散剤容器から払い出された散剤は前記連通口を
通過するよう構成される、請求項１から６のいずれかに記載の秤量装置。
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